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令和 5年度

白旗山都市環境林　22林班21小班,26林班11小班

箇 所 住所：札幌市清田区有明388-1番地

面 積 12.00 ha

搬 出 期 限

樹 種 ｶﾗﾏﾂ 他針葉樹 他広葉樹 計

本 数 2,385 875 2,300 5,560

材 積 （ m3 ） 1,896.55 145.25 208.90 2,250.70

平均級径 (cm) 33.2 16.2 14.1 －

平均材積(m3) 0.80 0.17 0.09 －

公売物件一覧表（公示用）

令和6年8月31日

針葉樹等立木売払



林小班 市町村区 本数（本） 材積（ ）

カラマツ 1435 1002.05 カラマツ人工林　皆伐　66年生　

他針葉樹 875 145.25 カラマツ平均単材積0.70  平均径級32.7cm

広葉樹 1400 169.40 非保安林

カラマツ 950 894.50 カラマツ人工林　皆伐　60年生

他針葉樹 0 0.00 カラマツ平均単材積0.94 　平均径級34.0cm

広葉樹 900 39.50 非保安林

注）立木本数および材積等の数量は、各小班における標準地調査結果に基づく売払面積全域の推定値をあらわすことから、現地数量と異なる場
合がある。売払対象の立木は、対象面積および区域を優先するものとする。

産物売払競争入札物件明細書

令和6年8月31日

搬出期限 備考面積 種別
物件所在地 数量

22-21
札幌市
清田区

7.00

26-11
札幌市
清田区

5.00



札幌市造材仕様書 

１ 一 般 
１ １ 趣旨 
１ 札幌市森林整備事業では、森林の公益的機能の維持向上を目的とし
た森林施業を推進している。そのため、立木及び集積材の造材作業は、
現場周辺の 然環境や地域住 の 活環境に配慮し、森林の公益的機
能の更なる発揮に寄与するものでなければならない。 
このことから、「造材仕様書」を制定し、健全な森林の育成と安全か

つ適正な作業の実施を推進するものとする。 
１ ２ 適用 
１ この造材仕様書は、札幌市 等が売り渡す  及び集積材の造材作
業に適用する。 

２ 契約書、造材仕様書、図面又はその他これに準じて札幌市 等が指
定したもの（以下「契約図書」という。）と現地の間に相違がある場合
は、買受 は札幌市 等に確認して指 を受けなければならない。

１ ３ 事業着手届等 
１ 買受人は、「事業着手届」を別に定める様式を標準として、札幌市 
等に提出しなければならない。また、買受人は、現場代理人及び主任
技術者指定通知書、業務工程表、林野使用位置図等を札幌市 等に提
出しなければならない。 

１ ４ 施行計画 
１ 買受人は、札幌市 等と協議の上、適切な施行計画を立て、事業を遂
行しなくてはならない。買受人は、下記の事項を記載した施行計画書
を着 後速やかに札幌市 等に提出することとする。 
（１）作業工程表 
（２）現場組織表（施行体系図を含む。） 
（３）施行方法 
（４）緊急時の体制及び対応 
（５）安全管理（安全訓練等の実施計画を含む） 
（６）その他必要と判断される書類 

１ ５ 検査（確認を含む）及び立会等 
１ 札幌市 等は、作業が契約図書どおりに われているかどうかの確
認をするために、作業現場に立ち入り、若しくは立会し、又は必要に
応じて資料の提出を請求できるものとし、買受人はこれに応じなけれ
ばならない。 

１ ６ 跡地検査 
１ 買受人は、買受物件の搬出を完了した後、速やかに「事業終了届」及
び「搬出済届」を別に定める様式を標準とし札幌市 等に提出しなけ
ればならない。 

２ 札幌市 等は、搬出期限が経過したとき、 は買受人から搬出済届
の提出があったときは、跡地検査に先立って買受人に対して跡地検査
日を通知するものとする。 

３ 買受 は、札幌市 等が う跡地検査に ち合わなければならない。
また、正当な理由なしに跡地検査に立ち合わなかったときは、検査結
果に対して異議を申し立てることができないものとする。 

４ 検査は次の各号に掲げる内容について行うものとする。 
( 1 ) 誤伐等の有無及びその状態 
( 2 ) 林産物等の被害の状態 
( 3 ) その他必要と認められる事項 

１ ７ 使用人等の管理 
１ 買受人は、使用人（下請負者又はその代理人もしくはその使用人そ
の他これに準ずる者を含む。以下「使用人等」という。）の雇用条件、
賃金の支払い状況、宿舎環境等について適正な労働条件を確保しなけ
ればならない。 

２ 買受人は、使用人等に適時、安全対策、環境対策、衛生管理、地域住
 に対する応対等の指導及び教育を うとともに、作業が適正に遂 
されるように管理及び監督をしなければならない。 

１ ８ 作業中の安全確保 
１ 買受 は、作業中、札幌市 等の承諾及び施設管理者の許可なくし
て、流水及び交通の支障となるような行為をしてはならない。 

２ 買受人は、気象情報などに注意を払い、豪雨、出水、その他天災に対
して常に防災体制を確立しておかなければならない。 

３ 買受人は、作業現場が隣接している場合は、業者間の安全作業に関
する緊密な情報交換を行うとともに、非常時における臨機の措置を定
める等の連絡調整を行うものとする。 

４ 買受人は、作業箇所を所管する警察署、道路管理者、河川管理者、労
働基準監督署等の関係機関と緊密な連絡を取り、作業中の安全を確保
しなければならない。 

５ 買受人は、作業中における安全の確保をすべてに優先させ、労働安
全衛生関連法令に基づく措置を常に講じておくものとする。特に重機
械の運転等については、関係法令に基づいて適切な措置を講じておか
なければならない。 

６ 買受人は、災害発生時においては、第三者及び作業員等の人命の安
全確保を全てに優先させるものとする。 

７ 買受人は、作業にあたっては、作業標識等を設置するものとし、その
設置基準については「4 2 作業標識板等の設置」によるものとする。 

8 狩猟期間中の安全対策に万全を期すること。 
１ ９ 冬季スキー利用に係る作業の休止 
１ 本事業地である白旗山都市環境林の一部は、冬期間スキー関係競技
に供するためコースが設置される。そのため、12月 15 日(予定)から
2月 29 日(予定)までの間は原則作業休止とする。 

1 10 交通規制 
１  定期間、交通規制を必要とする場合、その 法について札幌市 
等と協議し、実施及び解除期間等について承認を得なければならない。 

2 散策者については、原則的にその通行を確保するよう努めることと
し、林道上に木材を集積してはならない。 

１ 11 火災の防止 
１ 買受人は、白旗山都市環境林内で火気を使用してはならない。 

１ 12 事故報告 
１ 買受 は、労働災害等が発 した場合には、直ちに札幌市 等及び
労働基準監督署等に通知しなければならない。 

１ 13 環境対策 
１ 買受人は、法令及び条例並びに契約図書の規定を遵守の上、騒音、振
動、大気汚染、水質汚濁等の問題について、伐採計画及び造材作業の
実施段階において十分に検討し、周辺地域の環境保全に努めなければ
ならない。 

２ 買受人は、環境への悪影響が予知され又は発生した場合、及び希少
な野  物を発 した場合は、札幌市 等に報告し指 に従わなけれ
ばならない。 

３ 札幌市 等は、周辺に 息する希少な野  物や下流域における水
産資源等に悪影響のおそれがあると判断した場合は、買受人に対して
作業の中止を求めることができる。 

１ 14 官公庁等への手続き等 
１ 買受人は、作業期間中、関係官公庁及びその他関係機関との連絡を
保たなければならない。 

２ 買受人は、造材作業に当たり買受人の責任と費用負担において、法
令、条例又は契約図書の定めにより、関係官公庁及びその他関係機関
に届出等の必要な措置をとらなければならない。ただし、これによる
ことが困難な場合は札幌市 等の指 を受けなければならない。 

３ 買受 は、造材作業に当たり、地域住 との間に紛争が生じないよ
うに努めなければならない。買受人は、地元関係者から作業の実施に
関して苦情があった場合は、誠意をもってその解決に当たらなければ
ならない。 

１ 14 保険の付保及び事故の補償 
１ 受託者は、雇用保険法、労働者災害補償保険法、健康保険法及び、
中小企業退職金共済法の規定により雇用者の雇用形態に応じ雇用者
等を被保険者とするこれらの保険に加入しなければならない。また、
任意の損害保険に加入しなければならない。 

２ 道路交通法の適用を受ける機械の使用にあたっては、自賠責保険と
同額以上の任意保険に加入し札幌市 等の確認を受けなければなら
ない。 

1 15 休日又は夜間における業務 
1 業務実施の都合上、休日又は夜間に業務を必要とする場合は、あら
かじめ札幌市 等の承諾を得なければならない。 



２ 造 材               
２ １ 土場の作設、使用 
１ 本事業地では、林道脇の山土場等に巻き立てることを想定するが、
買受人は、土場の設定に当たっては、位置、規模、箇所数等について
札幌市 等と協議し設定するものとする。 

２ 買受人は、造材箇所に既存の土場がある場合は、これを使用しなけ
ればならない。 

３ 買受人は、林野使用位置図に土場の位置、規模等を示し、札幌市 等
に提出しなければならない。 

４ 買受人は、林地の崩壊及び土砂の流出を防ぐため、降雨等により地
盤の緩んだ時期を避けて作設するものとする。 

５ 買受人は、土場が林道等に隣接している場合は、通行の障害になら
ないよう常に整理整頓を心掛けなければならない。 

６ 買受人は、作業終了後、残材（端材、追上材、枝条等）の整理、土場
の整地等を行うとともに、流水による浸食を防ぐため、土場の出入り
口等に簡易な排水路を設けるものとする。 

７ 買受人は、造材のために土場に枝条を持ち込んだ場合は、その枝条
を自然還元するため土場以外の事業実施個所へ散布しなければなら
ない。 

２ ２ 集材路の作設 
１ 買受 は、集材路の作設に当たっては、線形、延 、幅員等について
札幌市 等と協議し作設するものとする。

２ 買受人は、造材箇所に既存の集材路がある場合は、これを使用しな
ければならない。 

３ 買受 は、林野使 位置図に集材路の線形、延 等を し、札幌市 
等に提出しなければならない。 

４ 買受人は、作設に当たっては切土や盛土を極力抑え、林地の崩壊等
を招かないように努めなければならない。 

５ 買受人は、林地の崩壊又は土砂の流出を防ぐため、降雨等により地
盤の緩んだ時期を避けて作設するものとする。 

２ ３ 測量 
１ 契約図書に記載された立木の本数および材積等は、小班内一部にお
ける標準地調査に基づく対象面積全域の推定値であることから、現地
状況と異なる場合がある。したがって、引渡をおこなう立木は、本数
よりも対象面積および区域を優先するものとする。 

2 前項の区域を設定する上で必要な測量は、買受人がおこなうものとし、
遣形、その他施 の基準となる仮施設は、買受 が設置し、札幌市 
等の検査を受けなければならない。 

２ ４ 立木の伐倒 
１ 買受人は、契約図書に基づき、札幌市 等から引渡された  につ
いて、搬出期限内に全て伐採するものとする。これ以外を伐採する必
要がある場合は、札幌市 等に報告し指 を受けなければならない。

2 買受人は、伐倒木に隣接する立木及び下層の幼稚樹等に損傷を与えな
いように伐倒し、支障木の発生を抑えるよう努めなければならない。 

3 買受人は、立木の枝払い等で発生した末木、枝条等を土中に埋めたり、
沢地、河川の流路及び氾濫原、道路及び道路の排水施設付近に放置し
てはならない。 

２ ５ 集 材 
１ 買受 は、契約図書に基づき、札幌市 等から引渡された  につ
いて集材するものとする。 

２ 買受人は、林地の状況によって林地の崩壊や立木の損傷を防ぐため、
適切な機種を使用するものとする。 

３ 買受人は、路側にある立木に保護板を設置するなどして周囲の林木
を損傷しないように努めなければならない。また、下層に植栽木があ
る場合は、これを損傷しないよう努めなければならない。 

４ 買受人は、降雨等により土砂や汚濁水が流出するおそれのあるとき
は、集材作業を行わないものとする。 

５ 買受人は、やむをえず沢地、河川を横断する集材路を使用しなけれ
ばならない場合は、事前に札幌市 等と協議しなければならない。

６ 買受人は、集材を完了した後、及び作業の中途であっても大雨が予
想される場合等は、必要に応じて集材路の流水による浸食を防ぐため
簡易な排水路を作設するものとする。また、集材が完了した後は枝条
の整理、林地及び河床の整地等を行うものとする。 

７ 買受人は、買受人の責任と費用負担において、集材によって撹乱さ
れた林床、裸地等を整地し、又は復元し、土砂の流出や河川の汚濁を
防ぐための必要な措置を講じなければならない。 

２ ６ 支障木等 
１ 買受人は、伐倒、土場及び集材路の作設、集材作業等において、買い
受け物件以外の立木及びその他林産物（以下「支障木等」という。）が
事業着手前に作業の支障となることが予見できる場合は、あらかじめ
札幌市 等へ申し出し、その指示を受けなければならない。 

２ 札幌市 等は、前項の申し出を受けたときは速やかに現地を調査し
支障木等の認定を行うものとする。 

３ 買受 は、認定された 障 等を札幌市 等の指定するところによ
り買い受けなければならない。また認定されなかった立木及びその他
林産物については札幌市 等の指定するところによりこれを賠償し
なければならない。 

２ 7 主伐地における売買物件の搬出 
１ 買受人は、主伐において事業を実施するにあたり、搬出期限が定め
られている場合は、期限までに造材を終了し、売買物件を更新予定地
外に搬出しなければならない。また、搬出期限後の区域内の物件は札
幌市 等に帰属するものとする。 

２ 買受人は、前項において天災その他やむを得ない理由により搬出期
限までに売買物件を更新予定外に搬出することができないときは、遅
滞なくその旨を札幌市 等に申し出なければならない。

３ 運 材                            
３ １ 道路の使用 
１ 買受人は、降雨や融雪等により路盤が軟弱になっている場合は運材
を中止し、道路の崩壊や土砂の流出を防ぐよう努めなければならない。 

２ 買受人は、林道等の除雪を行う場合は、路肩、側溝、路盤その他施設
を破損してはならない。 

３ 買受人は、集材又は運材等によって林道等の路肩、側溝、路盤その他
施設を破損した場合は、買受人の責任と費用負担において、これを修
復しなければならない。 

４ 買受人は、道路交通法及び関係法令を遵守しなければならない。 

４ その他 
４ １ 跡片付け 
１ 買受人は、買受人の責任と費用負担において、一切の買受人の機器、
残骸及び各種の仮設物を片付け、かつ撤去しなければならない。 

４ ２ 作業標識板等の設置 
１ 買受人は、必要に応じて造材現場に通じる林道、作業道の入口及び
造材現場の見やすい所に作業標識板及び労働安全旗を、担当職員と協
議の上、設置するものとする。（下記、標識板例） 

―○○林班造材現場（入口）― 
造材期間：自 令和○年○月○日 

至 令和○年○月○日 
会社名：○○ 
現場責任者：○○ ○○  

４ 3 林道等ゲートの施錠 
１ 買受人は、森林内で作業を行う場合は、当該作業箇所に通じる林道
等のゲートを施錠するものとする。 

４ 4 その他 
１ 買受人は、林班界標、境界標等を破損、移設してはならない。ただし、
作業上、移設を必要とする場合は、札幌市 等の指示に従わなければ
ならない。 

２ 買受人は、林班界標、境界標等を破損した場合は、買受人の責任と費
用負担において、これを修復しなければならない。 

3 買受人は、必要に応じて除雪に係る経費を見込んで入札すること。 
4 この仕様書に記載されない事項については、札幌市 等と協議し指
示した事項に従うこと。 



令和5年度 針葉樹等立木売払

施業区域図

凡 例

皆伐

演習地幹線

中央幹線

26林班11小班
皆伐 5.00 ha
（立木販売）

22林班21小班
皆伐 7.00 ha
（立木販売）

24林班15小班
造林 2.0 ha
（白旗維持）

白旗山活用センター

有明入口

ふれあいセンター






